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法
面
工
事
と
行
政
の
責
任

昨
年
十

一
月
初
旬
、
士
幌
高
原
道
路
の
鹿
追
側
坑
口

予
定
地
に
お
け
る
法
面
工
事
に
つ
い
て
、
十
勝
自
然
保

護
協
会
が
北
海
道
土
木
部

・
帯
広
土
木
現
業
所
に
抗
議

す
る
場
に
同
席
し
た
。
そ
の
際
、
土
木
現
業
所
が
言
う

「
行
政
の
責
任
」
と
い
う
言
葉
が
強
く
印
象
に
残

っ
た
。

「行
政
の
責
任
」
と
い
う
言
葉
は
、
話
し
合
い
が
平

行
線
で
あ
れ
ば
法
面
工
事
を
着
工
で
き
な
い
か
ら
行
政

に
責
任
が
生
じ
る
と
い
う
意
味
で
発
言
さ
れ
た
。

こ
の

場
合
の

「
行
政
の
責
任
」
は
、
多
数
の
人
々
の
理
解
が

得
ら
れ
な
く
と
も
行
政
だ
け
で
着
工
で
き
る
と
い
う
、

全
く

一
方
的
な
も
の
だ
。

こ
の
法
面
は
、
全
体
が
ナ
キ
ウ
サ
ギ
生
息
地
、
か

つ

風
穴
地
で
あ
り
、
法
面
工
事
が
士
幌
高
原
道
路
と
密
接

に
関
係
す
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
帯
広
土
木
現

業
所
は
、
全
く
反
対

に
無
関
係
と
言
い
張
り
、
そ
の
上

で
の

「行
政

の
責
任
」
発
言
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
士
幌
高
原
道
路
計
画
に
つ
い
て
は
、
横

路
知
事
に
よ

っ
て
地
元
自
然
保
護
団
体
の
コ
ン
セ
ン
サ

ス
を
得
る
と
い
う
約
束
が
あ

っ
た
。
し
か
し
、
北
海
道

は
、
国
民
の
た
め
の
国
立
公
園
の
問
題
で
あ
り
な
が
ら
、

地
元
自
然
保
護
団
体
と
し
て
北
海
道
自
然
保
護
協
会
や

北
海
道
自
然
保
護
連
合
は
無
視
し
、
十
勝
自
然
保
護
協

会
を
選
ん
だ
。
そ
し
て
、
実
際
の
十
勝
自
然
保
護
協
会

と
の
話
し
合
い
は
、
推
進
す
る
部
局
で
あ
る
北
海
道
土

木
部

・
帯
広
土
木
現
業
所
が
担
当
し
て
き
た
。
北
海
道

が

つ
く

っ
た
こ
の
図
式
は
、
強
大
な
力
を
持

っ
た
推
進

側
が
交
渉
相
手
を
で
き
る
だ
け
限
定
し
て
き
た
も
の
で

あ
り
、
非
常
に
姑
息
な
も
の
と
感
じ
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
を
考
え
る
と
、
法
面
工
事
に
関
し

て

「本
当
は
話
し
合
う
気
持
ち
が
な
く
、
上
下

一
方
向

に
伝
達
し
よ
う
と
す
る
」
末
端
部
局
の
態
度
は
、
最
初

か
ら
ず

っ
と
続

い
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し

た
が

っ
て
、
十
勝
自
然
保
護
協
会
の
苦
労

・
努
力
は
、

並
大
抵

の
も
の
で
は
な
い
と
強
く
感
じ
た
。

推
進
側

の
末
端
部
局
と
の
交
渉
で
は
、
こ
う
な
る
の

が
当
然
か
も
し
れ
な
い
。
今
や
、
ト
ッ
プ
の
知
事
が
率

先
し
て
、

こ
の
よ
う
な

「
一
方
的
な
行
政
の
責
任
」
を

発
言
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
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